
 

 

 

市町村における発掘調査の概要 

平成 26 年度（2014 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課 



平成26年度　市町村教育委員会が主体となる発掘調査一覧 （H27.8.27現在）
番号 管内 市町村 遺　跡　名 面 積 ㎡ 備　　考

1 C551遺跡 開発事業 宅地 1,660 市事業
2 H508遺跡 詳細分布 遺跡公園の整備事業に伴う確認調査 715 市事業・国庫補助事業

3 千歳市 市内遺跡発掘調査事業（試掘調査地点） 詳細分布 213 国庫補助事業

4 茂漁9遺跡 詳細分布 範囲内容確認 46
5 ユカンボシE1遺跡 詳細分布 範囲内容確認 8
6 ユカンボシE2遺跡 詳細分布 範囲内容確認 18
7 恵庭公園遺跡 開発事業 住宅 178 国庫補助事業

8 ユカンボシE2遺跡 開発事業 住宅 117 国庫補助事業

9 ユカンボシE2遺跡 開発事業 住宅 191 国庫補助事業

10 柏木川13遺跡 33 試掘調査
11 柏木川7遺跡 開発事業 その他建物 34
12 柏木川7遺跡 開発事業 その他建物 18
13 ユカンボシE1遺跡 開発事業 住宅 127 国庫補助事業

14 ユカンボシE1遺跡 開発事業 住宅 25
15 島松Bチャシ跡 開発事業 916 一部国庫補助事業

16 陣川町3遺跡 開発事業 道路 1,182
17 サイベ沢遺跡 開発事業 河川（防災工事） 23
18 臼尻A遺跡 開発事業 道路（道路建設工事） 1,182
19 特別史跡五稜郭跡 自然崩壊 石垣崩落地点の土層確認調査 6 法第125条
20 史跡垣ノ島遺跡 史跡整備 300 法第125条
21 茂辺地4遺跡 開発事業 道路（高規格幹線道路函館江差道工事） 1,131
22 村前ノ沢遺跡 開発事業 道路（高規格幹線道路函館江差道工事） 2,804
23 森町 史跡鷲ノ木遺跡 史跡整備 100 法第125条
24 史跡松前氏城跡福山城跡 史跡整備 100 法第125条
25 福山城下町遺跡 開発事業 道道改良 3,804 法第99条。現在発掘調査中（1月中旬頃まで）。

26 檜山 上ノ国町 史跡上ノ国館跡のうち勝山館跡 史跡整備 81 法第125条
27 登町4遺跡 開発事業 高速道路建設 3,410 法第99条
28 登町13遺跡 開発事業 高速道路建設 1,600 法第99条
29 旭川市 旭町1遺跡隣接地 詳細分布 76 試掘調査
30 中川町 安平志内川右岸遺跡 保存目的 340
31 勇知川左岸2遺跡 開発事業 農業関連 85 国庫補助事業・試掘調査

32 道営草地整備事業区域
（クトネベツ地区ほか） 開発事業 農業関連 961 国庫補助事業・試掘調査

33 浜頓別町 ブタウス遺跡 開発事業 道路（一般国道238号浜猿防災工事（浜頓別工区）） 3,633
34 北見市 中ノ島遺跡 詳細分布 210
35 川上1遺跡 開発事業 道路 1,281
36 チャシコツ岬上遺跡 詳細分布 40 国庫補助事業

37 道営畑総美幌田中地区 開発事業 農業関連 800 国庫補助事業

38 経営体育成基盤整備事業
美幌豊栄地区 開発事業 農業関連 700 国庫補助事業

39 柏原地区 開発事業 2,151 国庫補助事業

40 勇振地区 開発事業 297 国庫補助事業

41 上幌内２遺跡 開発事業 ダム 7,443
42 上幌内1遺跡 開発事業 ダム 9,022
43 ショロマ1遺跡 開発事業 ダム 853 次年度継続
44 ショロマ2遺跡 開発事業 ダム 3,648
45 一里沢遺跡 開発事業 ダム 1,582
46 ニサナイチャシ跡 詳細分布 28 国庫補助事業

47 ノットカチャシ跡 自然崩壊 100 国庫補助事業

48 伊達市 若生貝塚 学術調査 42
49 様似町 冬島遺跡 詳細分布 4
50 平取町 豊糠8遺跡 開発事業 ダム 3,054 次年度継続
51 厚岸町 オカレンボウシ貝塚 詳細分布 4
52 標茶町 元村遺跡 開発事業 その他建物（物置） 9
53 根室 別海町 床丹１チャシ跡 自然崩壊 407

調査面積合計 56,793 ㎡
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函館市

後志 余市町



平成26年度　（公財）北海道埋蔵文化財センターによる発掘調査一覧 （H27.8.27現在）
番号 管内 市町村 遺　跡　名 面 積 ㎡ 備　　考

1 キウス３遺跡 開発事業 道路（国道） 1,267
2 トプシナイ２遺跡 開発事業 道路 4,528
3 イカベツ２遺跡 開発事業 道路（国道） 9,669
4 根志越５遺跡 開発事業 遊水地整備 2,000
5 札苅７遺跡 開発事業 道路（高規格道） 1,295
6 札苅8遺跡 開発事業 道路（高規格道） 832
7 大平４遺跡 開発事業 道路（高規格道） 7,119
8 亀川5遺跡 開発事業 道路（高規格道） 6,474
9 泉沢5遺跡 開発事業 道路（高規格道） 8,984
10 後志 岩内町 東山１遺跡 開発事業 詳細分布 600 重要遺跡確認調査

11 幌内K遺跡 開発事業 道路（泉郷道路） 2,294
12 レブントン川左岸遺跡 開発事業 道路（泉郷道路） 2,398
13 レブントン川右岸遺跡 開発事業 道路（泉郷道路） 297
14 オホーツク 湧別町 シブノツナイ２遺跡 開発事業 道路 460
15 ショロマ４遺跡 開発事業 ダム 4,000
16 上幌内３遺跡 開発事業 ダム 5,480
17 上幌内４遺跡 開発事業 ダム 900
18 オニキシベ３遺跡 開発事業 ダム 14,830
19 根室 根室市 トーサムポロ湖周辺竪穴群 開発事業 道路 2,910

調査面積合計 76,337 ㎡

※詳しくは、公益財団法人北海道埋蔵文化財センターへお問い合わせください。
http://www.domaibun.or.jp/

厚真町胆振

調　査　理　由

千歳市

木古内町

長沼町空知

渡島

石狩

http://www.domaibun.or.jp/


平成26年度　大学等による発掘調査一覧 （H27.8.27現在）
番号 管内 市町村 遺　跡　名 面 積 ㎡ 備　　考

1 札幌市 K39遺跡
その他建物
（研究施設
新設）

1,437
北海道大学埋蔵文
化財調査室

2 札幌市 K39遺跡
その他建物
（実験実習
棟）

1,331
北海道大学埋蔵文
化財調査室

3 札幌市 K39遺跡 道路・水道 105
北海道大学埋蔵文
化財調査室

4 後志 倶知安町 峠下遺跡 36 札幌国際大学
5 礼文町 浜中２遺跡 31.7 千葉大学文学部

6 礼文町 浜中２遺跡 37.4
北海道大学アイヌ・
先住民研究センター

7 北見市 大島２(TK-11)遺跡 100
東京大学大学院人
文社会系研究科

8 置戸町 勝山２遺跡 23 鶴丸俊明
9 厚真町 宇隆１遺跡 78 柳澤敏昭
10 豊浦町 礼文華遺跡 14 小杉　康

11 上士幌町 嶋木遺跡 27.5
首都大学東京都市
教養学部

12 大樹町 浜大樹２遺跡 56.05 深澤百合子
13 根室 中標津町 当幌川遺跡 160.92 千葉大学文学部

調査面積合計 3,437 ㎡

※詳しくは、各大学などへお問い合わせください。
　 遺跡の位置などは、北の遺跡案内をご覧ください。

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/bnh/kitanoisekiannai.htm

十勝

学術研究

調　査　理　由

開発事業

宗谷

石狩

オホーツク

胆振

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/bnh/kitanoisekiannai.htm


札幌市
さ っ ぽ ろ し

 Ｃ ５ ５ １
しいごひゃくごじゅういち

遺跡 (登載番号：Ａ－01－551) 

調 査 理 由：その他開発（解体及び埋設物調査） 

調 査 地：札幌市中央区北１条西９丁目 

調 査 主 体：札幌市教育委員会（札幌市埋蔵文化財センター） 

調 査 期 間：平成 26 年７月７日から 10 月６日 

調 査 面 積：1,660 ㎡ 

調査の概要 

Ｃ５５１遺跡は、ＪＲ札幌駅から南西方向に約１㎞、北海道大学北方生物圏フィールド科学

センター植物園の南側に位置しています。地形的には、豊平川扇状地の扇端部に位置してお

り、現在の遺跡付近の標高１７～１８ｍです。かつてこの付近には多くの湧泉池が存在し、

明治時代に作成された地図等によれば、これらの泉から湧出した水が河川となり、最終的

には石狩川に合流していたとの記録が残されています。また、これまでの発掘調査等の成

果から、これらの泉周辺や河川流域には、数多くの遺跡が存在することが知られています。 

今回の発掘調査では、縄文晩期、続縄文前期、続縄文後期と考えられる３枚の遺構や遺物

が出土する土層（以下、遺物包含層）を確認しました。 

 もっとも新しい１枚目の続縄文後期の遺物包含層からは、炉跡が３ヵ所あり、４～５ｍ

の間隔で南北に並んで見つかり、遺物は続縄文土器や石鏃、磨製石斧などが出土しました。 

２枚目の続縄文前期の遺物包含層からは、土坑８基、炉跡６ヵ所などがあり、土坑は、

底の隅に小さな窪みを作り、そこに土器の底部を供える特徴的なものを検出しました。ま

た、炉跡周辺からは多くの柱穴が見つかったことから、炉の上に屋根をかけていた可能性

があります。遺物は続縄文土器や石鏃、石製ナイフ、磨製石斧などが出土しています。ま

た、もっとも古い３枚目の縄文晩期の遺物包含層からは、縄文土器や礫などが出土しました。 

発掘調査の成果については、平成２７年度末に発掘調査報告書として刊行する予定です。 

      

 

この遺跡についてのお問い合わせや札幌市の遺跡をもっと知りたい方は  

札幌市埋蔵文化財センター 

所在地：札幌市中央区南 22 条西 13 丁目  

電話番号： 011-512-5430 

開館時間：8:45～17:15 
閉館日：祝日、振替休日、年末年始。ただし、5 月 3～5 日、11 月 3 日は開館 

Ｃ５５１遺跡位置図 Ｃ５５１遺跡土坑完掘状況 



札幌市
さ っ ぽ ろ し

 Ｈ５０８
えっちごひゃくはち

遺跡  (登載番号：Ａ－01－508) 

調 査 理 由：詳細分布（測量調査、確認調査） 

調 査 地：札幌市東区丘珠町 571、572、574、575 

調 査 主 体：札幌市教育委員会（札幌市埋蔵文化財センター） 

調 査 期 間：平成 26 年６月 23 日から 10 月 10 日 

調 査 面 積：715 ㎡ 

調査の概要 

Ｈ５０８遺跡は、札幌市北部に広がる沖積平野に立地する縄文晩期の遺跡です。石狩川

により形成されたと考えられるモエレ沼の南西側に位置しており、現地表面の標高は５ｍ

前後、縄文晩期の旧地表面の標高は３ｍ前後です。 

Ｈ５０８遺跡は、札幌市農業体験交流施設「サッポロさとらんど」の造成に先立ち、平

成４・５年に実施した遺跡の有無を調べる予備的な調査（試掘調査）で、市内でも有数の

広がりを持つ縄文晩期の遺跡であることが明らかになり、現在まで、盛土されて地下に現

状のまま保存されてきました。この遺跡を活用して、遺跡公園を整備する事業が、平成２

３年度に「第３次札幌新まちづくり計画」に位置付けられたことから、遺跡の内容をより

具体的に把握するための確認調査（部分的な発掘調査）を、平成２５・２６年度に実施し

ました。 

平成２６年度の確認調査では、昨年度の調査に引き続き、縄文晩期の炉跡が複数見つか

り、その周囲から、土器や石器等の遺物が集中して出土しました。今年度の調査では、装

身具であるコハク製の平玉も数点見つかりました。 

       

 

この遺跡についてのお問い合わせや札幌市の遺跡をもっと知りたい方は  

札幌市埋蔵文化財センター 

所在地：札幌市中央区南 22 条西 13 丁目  

電話番号： 011-512-5430 

開館時間：8:45～17:15 
閉館日：祝日、振替休日、年末年始。ただし、5 月 3～5 日、11 月 3 日は開館 

Ｈ５０８遺跡位置図 Ｈ５０８遺跡調査状況 



千歳市
ち と せ し

 市内
し な い

遺跡
い せ き

発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

事業
じぎょう

試掘
し く つ

調査
ちょうさ

地点
ち て ん

  

調査理由：詳細分布  

調 査 地：千歳市中央 1473-1 

調査主体：千歳市教育委員会  

調査期間：平成 26 年 5 月 26 日から 9 月 5 日  

調査面積：213 ㎡  

調査の概要 

国史跡キウス周堤墓群は、JR 千歳駅から北東に 8km ほど離れた、馬追丘陵西麓の丘陵

緩斜面、標高 16～20m に立地しています。千歳市は、この史跡周辺の埋蔵文化財の様相

を把握するための詳細分布調査を計画しました。平成 25～26 年度の調査区域は、2号周堤

墓を含む国道 337号東側指定地の南～東側に隣接する市有地（約 43,000㎡）です。 

26年度は、指定地の東側、南北 240m、東西 160mの範囲（約 28,000㎡）を対象に、20m間隔を基

本として配置した平面規模 1m×3mの試掘坑 71個で発掘調査を実施しました。調査の対象となる縄

文時代～江戸時代の地層（層厚約 50～60cm）は、江戸時代に樽前山から噴出降下した火

山灰（層厚約 40cm）に覆われ、良好な状態で遺されていました。調査は、表土と火山灰

を重機で除去した後、先の地層を発掘作業員が手掘りして行いました。  

埋蔵文化財は、29 個の試掘坑で確認されました。いずれも遺物のみの発見であり、住居

跡や墓壙、周堤墓等の遺構は検出されていません。遺物は、土器が約 260 点、石器が約 470

点出土しました。縄文時代、続縄文時代、擦文文化期のものです。続縄文時代の遺物が、

土器総数の約 9 割、石器総数の 10 割近くを占

め、チャシ川源頭部の両岸、80m 四方にある 13

個の試掘坑から見つかっています。縄文時代の

遺物は約 40 点と少なく、18 個の出土地点にま

とまりは認められません。  

25～26 年の調査により、調査対象区域はほぼ

全域が埋蔵文化財包蔵地であり、縄文時代、続

縄文時代、擦文文化期の遺物包含地と判断され

ます。  

 

 

この遺跡についてのお問い合わせや千歳市の遺跡をもっと知りたい方は  

千歳市教育委員会埋蔵文化財センター  

電話・FAX 番号：0123-24-4210 

メールアドレス：maibun@city.chitose.hokkaido.jp  

千歳市埋蔵文化財センター  

住所：千歳市長都 42-1 

開館時間：9:00～17:00 

閉館日：土曜日、月の第 2 日曜日を除く日曜日、祝日、12 月 29 日～1 月 3 日  

写真 発掘調査のようす（竹串を立てたところ

に続縄文時代の遺物があります）  



恵庭市詳細分布調査① 

恵庭市
え に わ し

 茂漁
もいざり

9
きゅう

遺跡
い せ き

（登載番号 A－04－127） 

調査理由：詳細分布（範囲内容確認） 

調 査 地：恵庭市恵央町 3 番 15 外 

調査主体：恵庭市教育委員会 

調査期間：平成 26 年 4 月 23 日から 4 月 24 日 

調査面積：46 ㎡ 

調査の概要 

茂漁 9 遺跡は、茂漁川の左岸段丘上（標高

約 29m）に位置しています。調査地全体が茂

漁川の旧氾濫原で、下層に泥炭・粘土・砂、

中層に粘土・砂、上層に表土・黒～褐色の粘

土や粘質土が堆積していました。遺構は検出

されませんでした。遺物は、黒色の粘土や粘

質土から続縄文時代後期後北 C2・D 式（約

1,700 年前）の土器や石器、分割礫が出土し

ました。報告書は平成 27 年 3 月に刊行予定

です。  

 

 

恵庭市
え に わ し

 ユカンボシ
ゆ か ん ぼ し

E 1
いーいち

遺跡
い せ き

（登載番号 A－04－2） 

調査理由：詳細分布（範囲内容確認） 

調 査 地：恵庭市駒場町 4 丁目 661－3 

調査主体：恵庭市教育委員会 

調査期間：平成 26 年 5 月 1 日 

調査面積：8 ㎡  

調査の概要 

ユカンボシ E1 遺跡は、ユカンボシ川の段丘上（標高約 33m）に位置しています。遺構

は検出されませんでした。包含層は良好に残存しており、遺物は縄文時代中期と晩期の土

器などが出土しました。本調査地は、その後個人住宅が建設されることとなり、事前に発

掘調査が行われました。報告書は平成 27 年 3 月に刊行予定です。  

 

 

この遺跡についてのお問い合わせや恵庭市の遺跡をもっと知りたい方は  

恵庭市郷土資料館 

電話番号：0123-37-1288 

所 在 地：南島松 157－2 

開館時間：9：30～17：00、閉館日：月曜日・祝日の翌日・毎月最終金曜日・年末年始） 

http//www.city.eniwa.hokkaido.jp/www/contents/1200034453965/index.html 

茂漁 9 遺跡の後北 C2･D 式土器 

 



恵庭市詳細分布調査② 

恵庭市
え に わ し

 ユカンボシ
ゆ か ん ぼ し

E 2
いーに

遺跡
い せ き

（登載番号 A－04－3） 

調査理由：詳細分布（範囲内容確認） 

調 査 地：恵庭市和光町 5 丁目 495 番 9 

調査主体：恵庭市教育委員会 

調査期間：平成 26 年 5 月 1 日 

調査面積：18 ㎡ 

調査の概要  

ユカンボシ E2 遺跡は、ユカンボシ川の段丘上（標高約 29m）に位置しています。遺構

は検出されませんでした。包含層は良好に残存していましたが、遺物は縄文時代の土器 1

点が見つかったのみです。報告書は平成 27 年 3 月に刊行予定です。  

 

 

恵庭市
え に わ し

 柏木川
かしわぎがわ

1 3
じゅうさん

遺跡
い せ き

（登載番号 A－04－107） 

調査理由：詳細分布（範囲内容確認） 

調 査 地：恵庭市北柏木町 2 丁目 293‐55 外 

調査主体：恵庭市教育委員会 

調査期間：平成 26 年 8 月 8 日 

調査面積：33 ㎡ 

調査の概要  

柏木川 13 遺跡は、柏木川の左岸段丘上（標高約 34m）

に位置しています。遺構は検出されませんでした。包

含層は耕作により既に削平された部分が多く、残存状

況は良くありませんでした。遺物は土器 12 点、石器

など 8 点が出土しましたが、耕作土から出土したもの

が多かったです。土器は縄文時代中期と晩期のものが

あり、石器は砥石や石錘があります。報告書は平成 27

年 3 月に刊行予定です。  

 

 

この遺跡についてのお問い合わせや恵庭市の遺跡をもっと知りたい方は  

恵庭市郷土資料館 

電話番号：0123-37-1288 

所 在 地：南島松 157－2 

開館時間：9：30～17：00、閉館日：月曜日・祝日の翌日・毎月最終金曜日・年末年始） 

http//www.city.eniwa.hokkaido.jp/www/contents/1200034453965/index.html 

柏木川 13 遺跡の石錘 

 



恵庭市
え に わ し

 ユカンボシ
ゆ か ん ぼ し

E 2
いーに

遺跡
い せ き

（登載番号 A－04－3） 

調査理由：開発事業（住宅） 

調 査 地：恵庭市和光町 5 丁目 498－3 

調査主体：恵庭市教育委員会 

調査期間：平成 26 年 6 月 11 日から 6 月 30 日 

調査面積：117 ㎡ 

調査の概要 

ユカンボシ E2 遺跡は、JR 恵庭駅から南に 0.7 km ほど離れたユカンボシ川の段丘上（標

高約 29m）に位置しています。遺跡は、過去に 4 度発掘調査が行われています。今回の調

査区周辺では、縄文時代晩期前葉（約 2,800 年前）の土器が大量に出土しています。今回

は、本遺跡の第 5 次調査となります。  

今回の調査で見つかった縄文時代の遺構は、土坑 11 個、焼土 6 個があります。  

遺物は、土器約 15,400 点、石器約 13,200 点など全部で約 28,900 点が見つかりました。

土器は、縄文時代晩期が大半を占め、そのほとんどが前葉の土器でした。そのほかに、縄

文時代前期初頭（約 5,900 年前）、縄文時代中期中葉天神山式（約 4,300 年前）などの土

器が出土しています。石器は、縄文時代晩期前葉と推定される石鏃と石錐が多数出土しま

した。  

 縄文時代の 2 号土坑と 3 号土坑はいずれも人骨はありませんでしたが、遺体層と思われ

る土が残存していました。伴出した土器から、2 号が縄文時代前期初頭、3 号が縄文時代

晩期前葉の土坑墓と推定されます。特に、3 号土坑は埋土中に焼土が厚く堆積しており、

また多数の土器や石器、骨角器、焼けた骨片、炭化種子などが出土しました。かなり手厚

く葬られたのでしょう。  

報告書は平成 27 年 3 月に刊行予定です。  

   

この遺跡についてのお問い合わせや恵庭市の遺跡をもっと知りたい方は  

恵庭市郷土資料館 

電話番号：0123-37-1288 

所 在 地：南島松 157－2 

開館時間：9：30～17：00、閉館日：月曜日・祝日の翌日・毎月最終金曜日・年末年始） 

http//www.city.eniwa.hokkaido.jp/www/contents/1200034453965/index.html 

ユカンボシ E2 遺跡 2 号土坑 

 

ユカンボシ E2 遺跡 3 号土坑 

 



恵庭市
え に わ し

 ユカンボシ
ゆ か ん ぼ し

E 2
いーに

遺跡
い せ き

（登載番号 A－04－3） 

調査理由：開発事業（住宅） 

調 査 地：恵庭市和光町 5 丁目 498－57 

調査主体：恵庭市教育委員会 

調査期間：平成 26 年 7 月 7 日から 7 月 30 日 

調査面積：191 ㎡ 

調査の概要 

ユカンボシ E2 遺跡は、JR 恵庭駅から南に 0.7 km ほど離れたユカンボシ川の段丘上（標

高約 29m）に位置しています。遺跡は、今年 6 月に同じく個人住宅建設に先立つ発掘調査

が行われるなど、過去に 5 度発掘調査が行われています。今回は、本遺跡の第 6 次調査と

なります。  

今回の調査で見つかった縄文時代の遺構は、土坑 16 個、焼土 14 個、土器集中 4 か所、

フレイク・チップ集中 1 か所があります。  

遺物は、土器約 2,300 点、石器約 1,500 点など全部で約 4,000 点が見つかりました。土

器は、縄文時代前期と晩期が多く、縄文時代早期と中期がそれに次ぎます。縄文時代早期

は末葉東釧路Ⅳ式（約 6,000 年前）、縄文時代前期は初頭美沢 3・美々7 式（約 5,900 年前）、

縄文時代晩期は前葉（約 2,800 年前）の土器がほとんどを占めます。  

 縄文時代の土坑は遺物を伴うものが少なく、詳細な時期は不明なものが多いです。縄文

時代の 7 号焼土は、早期末葉東釧路Ⅳ式の復元土器を伴う屋外炉です。縄文時代の土器集

中は、早期末葉東釧路Ⅳ式のものと前期初頭のものがあります。  

報告書は平成 27 年 3 月に刊行予定です。  

 

 

この遺跡についてのお問い合わせや恵庭市の遺跡をもっと知りたい方は  

恵庭市郷土資料館 

電話番号：0123-37-1288 

所 在 地：南島松 157－2 

開館時間：9：30～17：00、閉館日：月曜日・祝日の翌日・毎月最終金曜日・年末年始） 
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ユカンボシ E2 遺跡 7 号焼土 

 



恵庭市
え に わ し

 恵庭
え に わ

公園
こうえん

遺跡
い せ き

（登載番号 A－04－1） 

調査理由：開発事業（住宅） 

調 査 地：恵庭市恵南 6 番 82 

調査主体：恵庭市教育委員会 

調査期間：平成 26 年 5 月 13 日から 6 月 3 日 

調査面積：178 ㎡ 

 

調査の概要 

恵庭公園遺跡は、JR 恵庭駅から南に 1.5 km ほど離れたユカンボシ川の段丘上（標高約

35m）に位置しています。遺跡は、過去に 2 度発掘調査が行われています。恵庭公園内の

湧水地に近い段丘には、今も擦文時代の竪穴住居のくぼみが約 30 個確認でき、このうち 1

個は昭和 38 年に北海道大学の大場利夫氏らにより発掘調査が行われました。平成 14・15

年には、遺跡内の最も下流側、ユカンボシ E1 遺跡と隣り合う区域で道路工事に伴う発掘

調査が行われています。今回は、本遺跡の第 3 次調査となります。  

今回の調査で見つかった縄文時代の遺構は、竪穴住居跡 3 軒、土坑 8 個、落とし穴 1 個、

焼土 4 個があります。擦文時代の遺構は、土器集中が 1 か所あります。アイヌ文化期の遺

構は、建物跡が 1 軒ありました。  

遺物は、土器約 500 点、石器約 500 点など全部で約 1,100 点が見つかりました。土器は、

縄文時代中期が大半を占め、その多くが中期中葉萩ヶ岡 2 式（約 4,400 年前）でした。そ

のほかに、縄文時代晩期後葉（約 2,400 年前）、続縄文時代後期後北 C2・D 式（約 1,700

年前）、擦文時代初頭北大Ⅲ式（約 1,400 年前）などの土器が出土しています。  

 縄文時代の 1 号竪穴住居跡と 2 号焼土は、

伴出した土器から中期中葉萩ヶ岡 2 式期の

ものと推定できます。アイヌ文化期の 1 号

建物跡は、平成 14・15 年の道路工事に伴

う発掘調査で見つかった平地住居跡に付属

する高床倉庫と考えられます。  

 恵庭市では縄文時代中期中葉萩ヶ岡 2 式

期の住居跡はあまり確認されておらず、貴

重な追加例となりました。  

報告書は平成 27 年 3 月に刊行予定です。 

 

この遺跡についてのお問い合わせや恵庭市の遺跡をもっと知りたい方は  

恵庭市郷土資料館 

電話番号：0123-37-1288 

所 在 地：南島松 157－2 

開館時間：9：30～17：00、閉館日：月曜日・祝日の翌日・毎月最終金曜日・年末年始） 

http//www.city.eniwa.hokkaido.jp/www/contents/1200034453965/index.html 

恵庭公園 1 号建物跡 

 



恵庭市
え に わ し

 柏木
かしわぎ

川
がわ

7
なな

遺跡
い せ き

（登載番号 A－04－24） 

調査理由：開発事業（その他建物） 

調 査 地：恵庭市柏陽町 3 丁目 194 番 163 

調査主体：恵庭市教育委員会 

調査期間：平成 26 年 8 月 1 日から 8 月 9 日 

調査面積：52 ㎡（A 地区 18 ㎡、B 地区 34 ㎡） 

調査の概要 

柏木川 7 遺跡は、JR 恵み野駅から西に 1km ほど離れた柏木川の右岸段丘上（標高約 33m）

に位置しています。遺跡は、平成 15 年に道路工事に伴って発掘調査が行われています。

その時は、縄文時代前期末葉大麻Ⅴ式（約 5,100 年前）の竪穴住居跡や土坑が多数見つか

りました。今回の第 2 次調査は、その調査区よりも約 30m 柏木川から離れた河岸段丘上で

行われました。  

今回の調査で見つかった縄文時代の遺構は、土坑 2 個、焼土 1 個、柱穴 4 個があります。  

遺物は、土器約 170 点、石器約 20 点、礫約 30 点など全部で約 220 点が見つかりました。

土器は、縄文時代中期が多く、中葉の天神山式（約 4,300 年前）と後葉の柏木川式（約 4,200

年前）などがあります。そのほかに、縄文時代前期末葉大麻Ⅴ式などの土器が出土してい

ます。  

 縄文時代の柱穴 4 個は、竪穴住居跡に伴う可能性もありましたが、上部が撹乱されてお

り特定できませんでした。  

報告書は平成 27 年 3 月に刊行予定です。  

 

 

この遺跡についてのお問い合わせや恵庭市の遺跡をもっと知りたい方は  

恵庭市郷土資料館 

電話番号：0123-37-1288 

所 在 地：南島松 157－2 

開館時間：9：30～17：00、閉館日：月曜日・祝日の翌日・毎月最終金曜日・年末年始） 

http//www.city.eniwa.hokkaido.jp/www/contents/1200034453965/index.html 

柏木川 7 遺跡 2 号土坑（右奥）と柱穴 

 



恵庭市
え に わ し

 ユカンボシ
ゆ か ん ぼ し

E 1
いーいち

遺跡
い せ き

（登載番号 A－04－2） 

調査理由：開発事業（住宅） 

調 査 地：恵庭市駒場町 4 丁目 661－3 

調査主体：恵庭市教育委員会 

調査期間：平成 26 年 8 月 11 日から 9 月 3 日 

調査面積：127 ㎡ 

調査の概要 

ユカンボシ E1 遺跡は、JR 恵庭駅から南に 1.2km ほど離れたユカンボシ川の段丘上（標

高約 33m）に位置しています。遺跡は、平成 24 年と 25 年に下水道と道路工事を原因とす

る発掘調査が行われています。平成 24 年の調査では縄文時代後期後葉堂林式期（約 3,200

年前）の墓域が見つかり、そのうち 1 基の土坑墓からは赤漆塗りの櫛が 1 点出土しました。

今回は、本遺跡の第 3 次調査となります。  

今回の調査で見つかった縄文時代の遺構は、竪穴住居跡 1 軒、土坑 8 個、落とし穴 1 個、

焼土 2 個、土器集中 4 か所があります。  

遺物は、土器約 1,300 点、石器約 200 点など全部で約 1,500 点が見つかりました。土器

は、縄文時代晩期が多く、縄文時代中期がそれに次ぎます。縄文時代中期は中葉天神山式

（約 4,300 年前）が多く、縄文時代晩期は大半が後葉（約 2,400 年前）の土器です。  

縄文時代の竪穴住居跡と土坑は遺物をあまり伴わないことから、詳細な時期は不明なも

のが多いですが、1 号土坑は伴出する土器から縄文時代中期中葉天神山式期のものと推定

されます。  

報告書は平成 27 年 3 月に刊行予定です。  

 

この遺跡についてのお問い合わせや恵庭市の遺跡をもっと知りたい方は  

恵庭市郷土資料館 

電話番号：0123-37-1288 

所 在 地：南島松 157－2 

開館時間：9：30～17：00、閉館日：月曜日・祝日の翌日・毎月最終金曜日・年末年始） 

http//www.city.eniwa.hokkaido.jp/www/contents/1200034453965/index.html 

ユカンボシ E1 遺跡 1 号土坑 

 



恵庭市
え に わ し

 ユカンボシ
ゆ か ん ぼ し

E 1
いーいち

遺跡
い せ き

（登載番号 A－04－2） 

調査理由：開発事業（住宅） 

調 査 地：恵庭市駒場町 4 丁目 681 

調査主体：恵庭市教育委員会 

調査期間：平成 26 年 9 月 4 日から 9 月 9 日 

調査面積：26 ㎡ 

調査の概要 

ユカンボシ E1 遺跡は、JR 恵庭駅から南に 1.2km ほど離れたユカンボシ川の段丘上（標

高約 33m）に位置しています。遺跡は、今年 8 月に同じく個人住宅建設に先立つ発掘調査

が行われるなど、過去に 3 度発掘調査が行われています。今回は、本遺跡の第 4 次調査と

なります。  

今回の調査で見つかった縄文時代の遺構は、竪穴住居跡 1 軒、土坑 2 個があります。  

遺物は、土器約 300 点、石器約 50 点など全部で約 360 点が見つかりました。土器は、

ほとんどが縄文時代早期後葉の中茶路式（約 6,200 年前）です。  

縄文時代の 1 号竪穴住居跡は大半が調査区外にありますが、縄文時代早期後葉の中茶路

式土器を伴っています。  

報告書は平成 27 年 3 月に刊行予定です。  

 

この遺跡についてのお問い合わせや恵庭市の遺跡をもっと知りたい方は  

恵庭市郷土資料館 

電話番号：0123-37-1288 

所 在 地：南島松 157－2 

開館時間：9：30～17：00、閉館日：月曜日・祝日の翌日・毎月最終金曜日・年末年始） 

http//www.city.eniwa.hokkaido.jp/www/contents/1200034453965/index.html 

ユカンボシ E1 遺跡 1 号竪穴住居跡 

 



恵庭市
え に わ し

 島松
しままつ

Ｂ
びー

チャシ
ち ゃ し

跡
あと

（登載番号 A-04-93） 

調査理由：開発事業・詳細分布 
調 査 地：恵庭市島松沢 131-4 外 
調査主体：恵庭市教育委員会 
調査期間：平成 26 年 5 月 19 日から 10 月 27 日 
調査面積：916 ㎡（うち国庫補助事業 314 ㎡） 

調査の概要 

島松 B チャシ跡は、恵庭市街地から北西約 6km の地点

に位置し、島松川の右岸段丘上の細長く舌状に張り出した

台地上（約 45～65ｍ）に立地します。舌状先端部は小高く

なった丘頂状を呈し、島松川に面した段丘縁は垂直に近い

崖面となっています。本遺跡のある台地の島松川に面した

垂直に近い崖面は、支笏火砕流を由来とする溶結凝灰岩の

厚い層が露出し、崖面の崩落がしばしば発生する状況にあ

りました。平成 23 年 5 月には、これまでで最大規模とみ

られる巨岩の崩落事故が発生したため、緊急の安全対策工

事に伴う工事立会を実施しましたが、緊急工事後も小規模

な崩落が発生していることから、平成 27 年度以降に、恒久的な落石対策工事を実施する

ため、平成 26 年度に工事に伴う発掘調査と国庫補助事業による内容確認調査を実施しま

した。  

本遺跡の発見は、1932（昭和 7）年に遡ります。当時の調査記録は後藤寿一氏によって

記されており、本遺跡を北広島市側から（北西側から）撮影された写真が添付されていま

す（写真 1）。この写真には、島松 B チャシ跡の崖面が崩落する前の、ほぼ完全に近い形状

を保った姿が写されています。この写真の存在によって遺跡本来の姿を窺い知ることがで

きます。  

今回の調査によって確認できた遺構は、壕状遺構、堅穴住居跡、土坑、焼土、盛土状遺

構、杭穴などがあります。出土遺物は、縄文中期後半から後期初頭の土器（天神山式、北

筒式、余市式など）を主体とし、石器（石鏃など）や土製品（三角形土器片加工品）、礫（こ

ぶし大を主体とし、被熱されたものもある）が出土しました。  

特徴的な遺構として、壕状遺構が挙げられます（写真 2）。壕底面および底面直上出土の

土器から、縄文中期後半から後期初頭所産の遺構であると推定されます。縄文時代の壕状

遺構は極めて類例が少ないですが、近隣地域の千歳市丸子山遺跡と苫小牧市静川遺跡で見

つかっています。しかし、これらとは相違点（立地や出土遺物など）が多く、類例の増加

が待たれる状況にあるといえます。  

本遺跡は、1932（昭和 7）年の発見以来、崖

面に露出した壕の断面や、現況地形に残された

壕状のくぼみ、台地先端部という立地条件から

チャシ跡として認識されていた遺跡でした。し

かしながら結果として、チャシの壕と考えられ

ていたものが、縄文時代に構築されたものであ

ることが分かりました。  

報告書は平成 27 年 3 月に刊行予定です。  

 

この遺跡についてのお問い合わせや恵庭市の遺跡をもっと知りたい方は  

恵庭市郷土資料館 

電話番号：0123-37-1288 
所 在 地：南島松 157－2 
開館時間：9：30～17：00、閉館日：月曜日・祝日の翌日・毎月最終金曜日・年末年始） 
http//www.city.eniwa.hokkaido.jp/www/contents/1200034453965/index.html 

写真２ 壕状遺構断面 

 

写真１ 昭和 7 年撮影 
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（登載番号：B－01－ 321）  

調 査 理 由：開発事業（道路） 
調 査 地：函館市陣川町 44－１ほか 
調 査 主 体：函館市教育委員会 
調 査 実 施：特定非営利活動法人 函館市埋蔵文化財事業団 
調 査 期 間：平成 26 年６月 11 日から８月 22 日 
調 査 面 積：1,182 ㎡ 

 

調査の概要 

 遺跡は、函館駅周辺の市街地から北東方向に約７km 離れた陣川町にあり、陣川右岸の段

丘上の緩斜面（標高 90ｍ前後）に立地します。周辺には史跡四稜郭や縄文中期の大規模集

落跡である陣川町遺跡などがあります。今回の調査は、陣川支流の無名小河川の隣接地を

調査し、縄文時代後・晩期の遺構・遺物を検出しました。 

 遺構は包含層中に焼土２カ所を検出しました。遺物は、土器 1,238 点や石器類 237 点の

合計 1,475 点が出土しました。特に、縄文時代の後期土器（266 点）や晩期土器（972 点）

や、石器製品として剥片石器 22 点、礫石器 10 点などがあります。後期土器はタガ状の貼

付や縄線文をもち、晩期土器は主に爪形文、刺突文、沈線文などの文様が施される特徴が

あります。また、石器は、石鏃、石錐、ナイフ・スクレイパー類、石ノミ、凹石、敲石、

砥石などがあります。なお、報告書は平成 27 年度内に刊行する予定です。 

                      

 

この遺跡についてのお問い合わせや函館市の遺跡をもっと知りたい方は  

函館市教育委員会生涯学習部文化財課埋蔵文化財担当（陣川町 3 遺跡について） 

所在地：函館市臼尻町 551-1（函館市縄文文化交流センター内） 電話番号：0138-25-5113 
  http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/bunkazai/ 

市立函館博物館（函館市内の遺跡について） 

所在地：函館市青柳町 17-1 電話番号：0138-23-5480 
  開館時間：（４月～10 月）9:00～17:00、（11 月～３月）9:00～16:30 
  休館日：月曜日･毎月最終金曜日、祝日、年末年始など 

  http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/museum/ 

函館市縄文文化交流センター（函館市内の遺跡について） 

所在地：函館市臼尻町 551-1 電話番号：0138-25-2030  
  開館時間：（４月～10 月）9:00～17:00、（11 月～３月）9:00～16:30 
  閉館日：月曜日･毎月最終金曜日、年末年始など 

http://www.hjcc.jp/ 

作業全景 土器出土状況（縄文後期） 
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(登載番号：B－01－82) 

調 査 理 由：開発事業（河川） 
調 査 地：函館市桔梗町 24－１ほか 
調 査 主 体：函館市教育委員会 
調 査 実 施：特定非営利活動法人 函館市埋蔵文化財事業団 
調 査 期 間：平成 26 年９月１日から９月 16 日 
調 査 面 積：23 ㎡ 

調査の概要 

 遺跡は函館平野に面した標高 20～30ｍほどの河岸段丘上に位置します。古くから北海道

南部の円筒土器文化を代表する大規模集落跡として知られ、常盤川左岸台地上に推定 19

万㎡の規模でひろがっています。縄文時代中期後半の集落跡を検出した平成 25 年度調査区

に隣接する常盤川寄りの地点を調査しました。 

 調査では竪穴住居跡２軒を検出できました。２軒とも調査区外にまで延びるため、大き

さや平面形などの全容は不明です。ともに、遺構を確認した面からの深さは約 80 ㎝で、床

面には柱穴と周溝（壁に沿った溝）が確認できました。住居跡からは中期後半の土器、剥

片石器、礫石器、有孔の土製円盤や軽石製品など計 108 点の遺物が出土しています。住居

跡の構築時期は出土遺物から中期後葉と考えられます。遺構外からは中期後半を主体とす

る土器、石器類 225 点が出土しました。なお、報告書は、平成 26 年度内に刊行予定です。 

  

 

 

この遺跡についてのお問い合わせや函館市の遺跡をもっと知りたい方は  

函館市教育委員会生涯学習部文化財課埋蔵文化財担当（サイベ沢遺跡について） 

所在地：函館市臼尻町 551-1（函館市縄文文化交流センター内） 電話番号：0138-25-5113 
  http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/bunkazai/ 

市立函館博物館（函館市内の遺跡について） 

所在地：函館市青柳町 17-1 電話番号：0138-23-5480 
  開館時間：（４月～10 月）9:00～17:00、（11 月～３月）9:00～16:30 
  休館日：月曜日･毎月最終金曜日、祝日、年末年始など 

  http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/museum/ 

函館市縄文文化交流センター（函館市内の遺跡について） 

所在地：函館市臼尻町 551-1 電話番号：0138-25-2030  
  開館時間：（４月～10 月）9:00～17:00、（11 月～３月）9:00～16:30 
  閉館日：月曜日･毎月最終金曜日、年末年始など 

http://www.hjcc.jp/ 

作業全景 竪穴住居跡（縄文中期） 
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（登載番号：B－01－ 237）  

調 査 理 由 ： 開 発 事 業 （ 道 路 ）  
調 査 地：函 館 市 臼 尻 町 357・ 41 1 番 地 ほ か  
調 査 主 体 ： 函 館 市 教 育 委 員 会  
調 査 実 施 ： 特 定 非 営 利 活 動 法 人  函 館 市 埋 蔵 文 化 財 事 業 団  
調 査 期 間 ： 平 成 26 年 ５ 月 ９ 日 か ら 平 成 26 年 10 月 27 日  
調 査 面 積 ： 1,1 8 2 ㎡  

調査の概要 

遺跡は、臼尻町の弁天岬に面した標高 40ｍ前後の海岸段丘上に位置しています。発掘調
査は縄文時代前期以降の遺物包含層（Ⅲ層）と早期の遺物包含層（Ⅴ層）で実施しました。 
・Ⅲ層の調査 

遺構は、竪穴住居跡３軒、掘立柱建物跡２軒、貯蔵穴４基、土坑 141 基、落し穴１基、
柱穴状ピット 98 基、屋外炉１基、焼土１か所、炭化物集中１カ所を確認しました。竪穴住
居跡の平面形には卵形や不整円形などがあります。卵形のものは、縄文後期初頭頃のもの
で、円礫を二重の円形に組んだ石囲炉があり、先端部を除く壁際には周溝が巡ります。不
整円形のものは、後期前半頃のもので、円礫を円形に組んだ石囲炉が設置されています。
掘立柱建物跡には、一辺が北東方向に面しており、６本または４本の柱穴を有しています。
また、上屋構造をもつ可能性がある貯蔵穴などが確認できました。 

遺物は、縄文後期前半を主体とする土器や、石鏃、石槍、スクレイパー、箆状石器、石
斧、敲石、擦石、磨石、砥石、石皿などの石器、石製品などが約 4,400 点出土しました。 
・Ⅴ層の調査  
 駒ケ岳起源の Ko-f・Ko-g 火山灰（Ⅳ層）の除去後にⅤ層の掘削を行いました。遺構は、
円形と楕円形の平面形をもつ土坑 10 基、直径約 0.4ｍ，深さ 0.6ｍの柱穴状ピット１基を
確認しました。遺物は、縄文早期前半の貝殻文系を主体とした土器や石槍、つまみ付ナイ
フ、スクレイパー、敲石、擦石、石錘などの石器が約 320 点出土しました。 
 報告書は平成 27 年度内に刊行する予定です。 

  

この遺跡についてのお問い合わせや函館市の遺跡をもっと知りたい方は  

函館市教育委員会生涯学習部文化財課埋蔵文化財担当（臼尻 A 遺跡について） 

所在地：函館市臼尻町 551-1（函館市縄文文化交流センター内） 電話番号：0138-25-5113 
  http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/bunkazai/ 

市立函館博物館（函館市内の遺跡について） 

所在地：函館市青柳町 17-1 電話番号：0138-23-5480 
  開館時間：（４月～10 月）9:00～17:00、（11 月～３月）9:00～16:30 
  休館日：月曜日･毎月最終金曜日、祝日、年末年始など 

  http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/museum/ 

函館市縄文文化交流センター（函館市内の遺跡について） 

所在地：函館市臼尻町 551-1 電話番号：0138-25-2030  
  開館時間：（４月～10 月）9:00～17:00、（11 月～３月）9:00～16:30 
  閉館日：月曜日･毎月最終金曜日、年末年始など 

http://www.hjcc.jp/ 

竪穴住居跡作業状況 遺跡全景 
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（登載番号：B－01－ 76）  

調 査 理 由：史跡整備（遺構確認）  

調 査 地：函館市五稜郭町 1-1 

調 査 主 体：函館市教育委員会  

調 査 期 間：平成 26 年７月 30 日から８月 29 日  

調 査 面 積： 6 ㎡  

調査の概要 

 特別史跡五稜郭跡は、幕末の箱館開港に伴い設置された箱館奉行所の防御施設で、稜堡
と呼ばれる５つの突角を有する五角形の「西洋式土塁」です。 
 平成 26 年３月に、南東側の堀内周にある石垣が、幅約 10ｍ、高さ約２ｍの範囲で崩落
が発生したため、石垣の復旧をめざした緊急調査が必要となりました。崩落した石垣の背
面や地盤の状況を確認するために、一部にトレンチを設定して調査を行いました。 
 トレンチ（幅 2.0ｍ×長さ 3.0ｍ）は、調査時の危険防止や石垣の二次崩落を防ぐために、
石垣天端想定ラインから約１ｍ離れた地点に設定しました。深さ 1.0～1.5ｍまで掘削を行
い、土層の堆積状況などについて、図面作成や写真撮影をして記録しました。 
 調査の結果、石垣背面には裏込め石がほとんど確認されませんでした。埋め戻し土から
は、本来石積みに使用されたと思われる加工石材が 1 個混入していました。当該箇所につ
いては、昭和 28 年に石垣の保存修理工事を実施した記録があることから、埋め戻し土はそ
の時の工事の痕跡と考えられます。 
 また、上記の埋め戻し土の下層には、天端想定ラインから約 0.7ｍ奥側に、築造当時に
裏込めされたと考えられる礫（拳大の川原石）層が確認できました。 
 さらに、埋め戻し土や礫層よりも奥側は、上位は陸性堆積、下位では水性堆積となる青
灰色粘質土などの自然堆積層を確認しました。 
 今後は、調査成果をもとにして、石垣復旧の工法を検討して、平成 27 年度には崩落箇所
の石垣復旧工事を実施する予定です。 

 

この遺跡についてのお問い合わせや函館市の遺跡をもっと知りたい方は  

函館市教育委員会生涯学習部文化財課埋蔵文化財担当（特別史跡五稜郭跡について）  

所在地：函館市臼尻町 551-1（函館市縄文文化交流センター内） 電話番号：0138-25-5113 
  http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/bunkazai/ 

市立函館博物館（函館市内の遺跡について） 

所在地：函館市青柳町 17-1 電話番号：0138-23-5480 
  開館時間：（４月～10 月）9:00～17:00、（11 月～３月）9:00～16:30 
  休館日：月曜日･毎月最終金曜日、祝日、年末年始など 

  http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/museum/ 

函館市縄文文化交流センター（函館市内の遺跡について） 

所在地：函館市臼尻町 551-1 電話番号：0138-25-2030  
  開館時間：（４月～10 月）9:00～17:00、（11 月～３月）9:00～16:30 
  閉館日：月曜日･毎月最終金曜日、年末年始など 

http://www.hjcc.jp/ 

トレンチ土層堆積（西から）  特別史跡五稜郭跡（南から）  
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（登載番号：B－01－ 258）  

調 査 理 由： 史 跡 内 容 確 認  

調 査 地： 函 館 市 臼 尻 町 417 - 1～ 5、 41 9 - 1 ･ 2、 426 - 1、 43 2、 53 0 - 1 ･ 2、 53 1  

調 査 主 体： 函 館 市 教 育 委 員 会  

調 査 期 間： 平 成 26 年 ６ 月 ９ 日 か ら 10 月 31 日  

調 査 面 積： 232 ㎡  

調査の概要 

 今年度は、史跡の内容確認および今後の整備活用に向けて、盛土遺構の主体部と小丘地
点、そして配石遺構の３地点の調査を実施しました。 
 盛土遺構は、その範囲と形状を確認するために、裾部分８箇所に調査区を設定して、調
査を行いました。その結果、縄文時代の盛土遺構の形状を示す緩やかな立ち上がりを検出
でき、盛土最上層の堆積土や遺物包含層などを確認することができました。 
 小丘地点は、盛土に囲まれた削平部のほぼ中心に位置し、人為的な高まりであることが
これまでの調査でわかってきました。今回の調査区は、小丘の規模や構造を確認するため
に推定範囲をもとに設定しました。調査では、小丘地点の明瞭な立ち上がりと、その傾斜
に沿って配されたと考えられる大型礫が検出できました。また、緩い傾斜や自然堆積物の
堆積から、その規模についても概ね捉えることができました。 

配石遺構の調査は、昨年度に引き続き、ハンドボーリング結果をもとにして、配石遺構
が想定される地点を絞って実施しました。調査の結果、昨年検出した配石遺構の周囲から
新たに多数の配石遺構を検出できました。礫の配置は列状になるものが多く、一部では弧
状になるものと考えられます。配石遺構の外側は、土手状に高い傾斜に沿って、板状礫を
立てかけるように配置した例もありました。今回の調査では、配石遺構の広がりや構造の
一端、削平によって意図的に作られたと考えられる配石遺構の周辺地形について確認する
ことができました。報告書は平成 28 年度に刊行の予定です。 

  

この遺跡についてのお問い合わせや函館市の遺跡をもっと知りたい方は  

函館市教育委員会生涯学習部文化財課埋蔵文化財担当（史跡垣ノ島遺跡について）  

所在地：函館市臼尻町 551-1（函館市縄文文化交流センター内） 電話番号：0138-25-5113 
  http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/bunkazai/ 

市立函館博物館（函館市内の遺跡について） 

所在地：函館市青柳町 17-1 電話番号：0138-23-5480 
  開館時間：（４月～10 月）9:00～17:00、（11 月～３月）9:00～16:30 
  休館日：月曜日･毎月最終金曜日、祝日、年末年始など 

  http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/soshiki/museum/ 

函館市縄文文化交流センター（函館市内の遺跡について） 

所在地：函館市臼尻町 551-1 電話番号：0138-25-2030  
  開館時間：（４月～10 月）9:00～17:00、（11 月～３月）9:00～16:30 
  閉館日：月曜日･毎月最終金曜日、年末年始など 

http://www.hjcc.jp/ 

配石遺構 盛土遺構 主体部 
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（登載番号 B－06－72） 

 

調査理由：開発事業 (道路 ) 

調 査 地：北斗市茂辺地 821 

調査主体：北斗市教育委員会  

調査期間：平成 26 年５月 28 日～平成 26 年 11 月 26 日  

調査面積：1,131 ㎡ 

 

調査の概要 

茂辺地４遺跡は、ＪＲ茂辺地駅から約１km ほど西側、茂辺地川から見て南側の海岸段丘

上、標高 67～75ｍの位置にあります。発掘調査を必要とする遺跡の範囲は全体で約 21、000

㎡で、平成 22 年から継続して調査を行っており、今年が最終年になります。 

今年度の調査区は、縄文時代後期初頭の集落が見つかった平成 24 年度の調査区と、

縄文時代中期中ごろの集落が見つかった平成 25 年度の調査区の間を通る道路の下、幅

８ｍ・長さ 140ｍほどの平坦面になります。 

遺物は見つかりませんでしたが、遺構は落し穴が１基見つかりました。  

これまでの茂辺地４遺跡の調査では、本来集落をつくるのに適しているはずの平坦

面では無く、斜面を中心に遺構・遺物が見つかっていましたが、今年度の調査により、

遺跡全体を通して同じような傾向にあることが確かめられました。 

これまでの調査の成果についての報告書を、今年度末に刊行する予定です。  

 

   

 

 

 

 

この遺跡についてのお問い合わせや北斗市の遺跡をもっと知りたい方は  

北斗市教育委員会 

所 在 地：〒049-0156 北斗市中野通 2 丁目 13-1 

電話番号：0138-74-2000 

調査区状況 落し穴完掘状況 


